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 令和３年度第４回前橋市男女共同参画審議会 

 会 議 録  【概要版】 

 

                    日時：令和４年２月１６日（水） 

                      午前１０時３０分～正午 

場所：第一コミュニティセンター ２階 ホール  

出席者 

（委員） 前田会長、新藤副会長、德島委員、後藤委員、和佐田委員、竹内委員、星野委員、矢嶋委員、

古野委員、間々田委員、櫻井委員、剣持委員、住谷委員、岡田委員 

１４名 

（事務局）木村市民部長、原田生活課長、佐藤男女共同参画センター所長、横澤主任、 

森下嘱託員                            ５名 

欠席者 

（委員）篠田委員  １名 

 

傍聴人  なし 

 

１ 開会（司会進行 生活課長） 

   委員１５名中１４名の出席があり、過半数の定員数を満たしているため会議は成立する。 

本日の会議は公開となっている。   

 

２ あいさつ 

  前橋市 市民部 木村部長 

  前橋市男女共同参画審議会 前田会長 

 

３ 会議録署名議員の選任 

   前橋市男女共同参画審議会運営規則第５条第２項の規定により、前田会長と剣持委員の２名を会議録

署名委員として指定した。 

会議録は署名後全委員に送付し、市ホームページにも掲載する。 

 

４ 議事 

（１）第５次基本計画策定の状況について  

事務局から、これまでの第５次基本計画策定に関する経過・予定等について説明した。 

続いて、「まえばしＷｉｎｄプラン・第５次前橋市男女共同参画基本計画（素案）に関するパブ

リックコメントの実施結果について」、１名・１件の意見提出があったことを報告した。 

また、計画書素案については、１１月の審議会以降、庁内推進会議及びパブリックコメント実

施結果を踏まえて変更した主な部分について説明した。 

 

＜主な意見＞  

・ パブリックコメントの意見が少なくて驚いた。パブリックコメント実施の告知は、ホームページだ 
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 けで行っていたのか。  

（事務局）市のホームページで紹介し、広報にも掲載した。また、各地区の市民サービスセンター 

や支所などにも実施についてのチラシと意見書を設置し、広く周知した。 

・ 「各種ハラスメントの防止に向けた周知・啓発」のところに、ぜひ「ＳＯＧＩ・ハラスメント」 

を明記していただきたい。 

・ これまでの審議会や市民意識調査のデータを踏まえ、今の状況に合わせた形でまとまっている。 

・ ハラスメントの用語の注釈があったり、背景があったりと、読みやすいものに仕上がっている。 

・ 国で「女性自立支援法」について審議されていているが、その反映はどのようになるのか。 

 （事務局）本計画は今年度内に策定予定のため、法整備がなされた場合は、位置付けた施策の中で 

取り組んでいくこととなる。 

 ・ ＳＮＳの使用など、教育面で、子どもたちに安全面というのをもっと機会を捉えて指導してい 

く必要がある。性犯罪などの問題などもどのように対応していくのか。 

（事務局）計画の具体的施策である「男女平等の視点に立った情報教育の推進」で、教育委員 

会が適正なルールを守って使えるよう教育を進める。性犯罪については、新規施策として「性 

犯罪・性暴力・ストーカー事案等への対策推進」という事業を位置付けたので、この中で市 

民に対しての周知・啓発を行いたい。 

  

（２）審議会の答申（案）について 

会長から、次のとおり答申案について説明があった。 

令和３年７月に市長から「まえばしＷｉｎｄプラン・第５次前橋市男女共同参画基本計画に関する事   

項について」ということで諮問があり、本審議会として意見を述べるものである。これまで３回の審議   

会を開催し、第四次計画の総括、第５次計画の体系、具体的事業などについて協議を行ってきた。各委   

員からたくさんの貴重な意見をいただいたので、それを集約し、協議の中から発生した新たな論点を加 

味しながらこの答申案という形になった。 

 

＜主な意見＞ 

・ 「男女がいきいきと働ける環境の向上」というところに、社会の仕組み自体を考え直し、働きや 

すい環境づくりが必要であるといった視点がもっと入るとよい。 

・ 「市民ニーズに沿う」ことは大事なことで、きめ細かなニーズの把握が必要であり、それをいか 

に具体化するのが問題である。 

 

４ 事務連絡 

  次回の開催は７月頃となる予定であり、日程が近づいたら事務局から各委員に連絡することとした。 

 

５ 閉 会 


